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平成 20 年 3 月期通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 最近の業績の動向等をふまえ、平成 19 年 10 月 10 日に公表いたしました平成 20 年 3 月期（平成 19

年 4 月 1日～平成 20 年 3 月 31 日）の通期業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたし

ます。 

記 

 

１．平成 20 年 3 月期通期業績予想の修正（平成 19 年 4 月 1日～平成 20 年 3 月 31 日） 

  

(1)連結業績                                （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 2,000 89 150 90

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 2,140 220 280 170

増  減  額  （Ｂ －Ａ） 140 131 130 80

増  減  率  （ ％ ） 7.0% 147.2% 86.7% 88.8%

（ご参考） 

前期(平成 19 年 3 月期)実績 
2,095 207 290 189

 

(2)個別業績                               （単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 1,980 87 133 81

今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 2,120 200 250 150

増  減  額  （Ｂ －Ａ） 140 113 117 69

増  減  率  （ ％ ） 7.1% 129.9% 88.0% 85.2%

（ご参考） 

前期(平成 19 年 3 月期)実績 
2,095 233 238 154

 

 

 

 

 



２．修正の理由 

当社企業グループの主要顧客である液晶パネル関連の製造業の設備投資意欲は、一部を除き全体

として依然低調でありますが、半導体市場におきましては、製品サイクルの短期化に伴う開発期間

の短縮要求に対応した弊社製品の受注見込みが第４四半期に入って増加しております。その結果、

連結売上高は平成 19 年 10 月 10 日付で発表した通期業績予想に比べ、7.0%増の 21 億 40 百万円とな

る見通しであります。また、売上高の増加見込み分の大半が利益率の高い自社開発製品であること

から、連結営業利益は 147.2%増の 2 億 20 百万円、連結経常利益は 86.7%増の 2 億 80 百万円、連結

当期純利益は 88.8%増の 1億 70 百万円となる見通しであります。 

個別業績予想も同様の理由により修正いたします。 

なお、期末配当につきましては、前回発表通りの 2,000 円を予定しております。 

 

 

※ 将来の事象に関わる記述に関する注意 
業績予想につきましては、発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後起
こりうる様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 
以 上 

 


